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「小児外科」第５５巻第 9号（２０２３年 9月号）
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◇あとがき◇
　雑誌「小児外科」には駆け出し小児外科医だっ
たころから長い間お世話になってきた。知識を
得るのは当然のことながら，締切のある原稿依
頼が筆不精の私のお尻を押してくれていくつか
の論文を書くことができた。そんな私にゲスト
編集者として雑誌の企画をしてみないかとお声
かけいただいた。光栄の至りである。
　「小児外科」を手に取るときは，出合った難し
い病態や希少疾患の治療をどうするか？　とい
う場面に立たされたときである。そこで自分が
専門とする小児がんのなかの「希少固形がん」
に焦点を当てることにした。小児がんというだ
けですでに希少なのに，そのなかのさらに希少
な固形がんを取り上げることで，今後該当疾患
に出合った若手医師が本号を手に取ってくれる
のではないかと思った次第である。
　ちょうど私が日本小児がん研究グループ
（JCCG）の Rare Tumor WGに属していることも
あってこのWGメンバーを中心に，過去の症例
報告なども参考にしながら執筆いただく方々を
選ばせていただいた。初校ゲラを拝見して，難
しいテーマにもかかわらずどの論文も力作と
なっていることに驚いている。執筆の労を執っ
てくださった方々に感謝したい。
　Evidence based medicineや診療ガイドライン
など科学的根拠に基づいて治療方針を決めるこ
とが求められているが，希少疾患においてエビ
デンス構築ができる臨床試験を行うことは不可
能で，症例報告を紐解いてエイヤッと治療方針
を決定するしかないのである。そんなときに本
号がお役に立てたら幸いで，さらに患者さんの治
療がうまくいったならばこのうえない喜びである。
　定年まで 3年を切ったこのごろ感じること
は，私のような者でもベテラン小児外科医とし
て働くことができているのは，これまで診てき
た子どもたちのおかげだということである。経
験した希少な病態や疾患を形に残しておくこと
が，残り少ない現役の自分に課せられた使命か
もしれないと，梅雨明けの青空を眺めながら
思った次第である。
 （米田光宏）
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